
(57)【要約】

本発明に係るレンズは、累進主経線（ＭＭ’）に沿って

累進的に変化する水平プリズム屈折力を示し、水平プリ

ズム屈折力の加入度数は絶対値で２プリズムディオプタ

ーよりも大きく、この水平プリズム屈折力の加入度数は

遠見ゾーンの基準点（Ｌ）での水平プリズム屈折力と、

遠見ゾーンの基準点（Ｌ）を通る垂直線上への近見ゾー

ン（ＶＰ）の基準点（Ｐ）の投影点（Ｐ’）での水平プ

リズム屈折力との差として定義される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 球 面 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 レ ン ズ で あ っ て 、 該 レ ン ズ は 遠 見 ゾ ー ン （ Ｖ
Ｌ ） ， 近 見 ゾ ー ン （ Ｖ Ｐ ） 、 及 び 該 ２ つ の ゾ ー ン の 間 に 位 置 す る 中 間 視 ゾ ー ン （ Ｖ Ｉ ） を
有 し 、 該 ３ つ の ゾ ー ン を 累 進 主 経 線 （ Ｍ Ｍ ’ ） が 横 断 し 、 該 累 進 主 経 線 （ Ｍ Ｍ ’ ） に 沿 っ
て 該 レ ン ズ の 球 面 屈 折 力 （ Ｐ ｕ ） が 累 進 的 に 変 化 し 、 該 レ ン ズ は 光 学 矯 正 力 を 備 え 、 該 光
学 矯 正 力 は 、
　 ・ 球 面 屈 折 力 の 加 入 度 数 （ Δ Ｐ ｕ ） は 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 （ Ｌ ） と 近 見 ゾ ー ン の 基 準
点 （ Ｐ ） の 間 で の 球 面 屈 折 力 の 変 化 と 等 し く 、 該 ２ つ の 基 準 点 （ Ｌ 、 Ｐ ） は 累 進 主 経 線 （
Ｍ Ｍ ’ ） 上 に 位 置 し 、
　 ・ 公 称 球 面 屈 折 力 （ Ｐ ｎ ） は 、 遠 見 ゾ ー ン （ Ｖ Ｌ ） の 前 記 基 準 点 （ Ｌ ） で の 球 面 屈 折 力
と 等 し く 、
　 ・ 公 称 非 点 収 差 （ Ａ ｎ ） は 、 遠 見 ゾ ー ン （ Ｖ Ｌ ） の 前 記 基 準 点 （ Ｌ ） で の １ デ ィ オ プ タ
ー 未 満 の シ リ ン ド リ カ ル 屈 折 力 と 等 し い こ と で 定 義 さ れ 、
　 該 レ ン ズ は 、
　 累 進 主 経 線 （ Ｍ Ｍ ’ ） に 沿 っ て 累 進 的 に 変 化 す る 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 を 示 し 、 水 平 プ リ
ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 （ Δ Ｐ ｒ ｈ ） は 絶 対 値 で ２ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー よ り も 大 き く 、 該
水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 （ Δ Ｐ ｒ ｈ ） は 遠 見 ゾ ー ン の 前 記 基 準 点 （ Ｌ ） で の 水 平 プ
リ ズ ム 屈 折 力 （ Ｐ ｒ ｈ （ Ｌ ） ） と 、 遠 見 ゾ ー ン の 前 記 基 準 点 （ Ｌ ） を 通 る 垂 直 線 上 へ の 近
見 ゾ ー ン （ Ｖ Ｐ ） の 前 記 基 準 点 （ Ｐ ） の 投 影 点 （ Ｐ ’ ） で の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 （ Ｐ ｒ ｈ
（ Ｐ ’ ） ） と の 差 と し て 定 義 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 球 面 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す
る 眼 科 用 レ ン ズ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 （ Δ Ｐ ｒ ｈ ） は 、 絶 対 値 で ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー
よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ に 記 載 の レ ン ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 （ Δ Ｐ ｒ ｈ ） は 、 絶 対 値 で ２ ． ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ
タ ー か ら ３ ． ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー の 範 囲 に 含 ま れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の レ ン ズ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 定 め ら れ た プ リ ズ ム 矯 正 の な い 場 合 、 前 記 の 遠 見 ゾ ー ン （ Ｖ Ｌ ） の 基 準 点 （ Ｌ ） で の 水
平 プ リ ズ ム 屈 折 力 （ Ｐ ｒ ｈ （ ｈ ） ） が 、 絶 対 値 で １ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー よ り も 小 さ く 、
且 つ 好 ま し く は 絶 対 値 で ０ ． ５ デ ィ オ プ タ ー よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に
記 載 の レ ン ズ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 公 称 屈 折 力 （ Ｐ ｎ ） が 、 ＋ ０ ． ７ ５ デ ィ オ プ タ ー か ら ー １ ０ デ ィ オ プ タ ー の 範 囲 に
含 ま れ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の レ ン ズ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 主 経 線 に 沿 っ て 変 化 す る 水 平 プ リ ズ ム （ Ｐ ｒ ｈ ） の 関 数 が 、 ２ 次 で 連 続 的 で あ る 、
請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の レ ン ズ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 近 視 又 は 正 視 の 人 用 の 視 覚 機 器 の 製 造 に 対 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の レ
ン ズ の 使 用 。
【 請 求 項 ８ 】
　 近 視 の 子 供 用 の 視 覚 機 器 の 製 造 に 対 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の レ ン ズ の
使 用 。
【 請 求 項 ９ 】
　 遠 見 ゾ ー ン （ Ｖ Ｌ ） ， 近 見 ゾ ー ン （ Ｖ Ｐ ） 、 及 び 該 ２ つ の ゾ ー ン の 間 に 位 置 す る 中 間 視
ゾ ー ン （ Ｖ Ｉ ） を 有 し 、 該 ３ つ の ゾ ー ン を 累 進 主 経 線 （ Ｍ Ｍ ’ ） が 横 断 し 、 該 累 進 主 経 線
（ Ｍ Ｍ ’ ） に 沿 っ て 該 レ ン ズ の 球 面 屈 折 力 （ Ｐ ｕ ） 及 び 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 （ Ｐ ｒ ｈ ） の
両 方 が 累 進 的 に 変 化 す る 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 矯 正 レ ン ズ を 少 な く と も １ 枚 備 え る
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視 覚 機 器 を 装 用 す る 、 非 正 視 、 特 に 近 視 を 矯 正 及 び ／ 又 は 予 防 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 レ ン ズ は 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の レ ン ズ で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 近 視 の 子 供 に 適 用 す る 、 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 レ ン ズ の プ リ ズ ム の 加 入 が 鼻 を 基 準 と し 、 近 見 に お い て 外 斜 位 を 示 す 近 視 の 人 に 適
用 す る 、 請 求 項 ９ ～ １ １ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 レ ン ズ の プ リ ズ ム の 加 入 が 側 頭 部 を 基 準 と し 、 近 見 に お い て 内 斜 位 を 示 す 近 視 の 人
に 適 用 す る 、 請 求 項 ９ ～ １ １ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 老 眼 の 人 用 の 視 覚 機 器 の 製 造 に 対 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の レ ン ズ の 使
用 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 眼 科 用 レ ン ズ を 少 な く と も １ 枚 有 す る 視 覚 機 器 を 装
用 す る 、 老 眼 の 人 を 矯 正 及 び ／ 又 は 視 覚 ト レ ー ニ ン グ す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 近 見 に お い て 外 斜 位 又 は 内 斜 位 を 示 す 老 眼 の 人 を 矯 正 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ に よ る プ リ ズ ム の 加 入 が そ れ ぞ れ 鼻 又 は 側 頭 部 を 基 準 と す る 、 請 求 項 １ ５ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 近 見 に お い て 外 斜 位 又 は 内 斜 位 を 示 す 老 眼 の 人 を 視 覚 ト レ ー ニ ン グ す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ に よ る プ リ ズ ム の 加 入 が そ れ ぞ れ 側 頭 部 又 は 鼻 を 基 準 と す る 、 請 求 項 １ ５ に
記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 眼 の 屈 折 異 常 を 矯 正 し 又 は 予 防 し よ う と す る 視 覚 機 器 に 関 す る も の で
あ る 。 よ り 詳 し く は 、 眼 鏡 レ ン ズ タ イ プ の （ す な わ ち 、 眼 か ら 一 定 の 距 離 で そ の 矯 正 力 を
発 揮 す る よ う に 設 計 さ れ た ） 、 プ リ ズ ム 及 び 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る マ ル チ フ ォ ー
カ ス の 眼 科 用 レ ン ズ に 関 す る も の で あ る 。 ま た 本 発 明 は 、 老 眼 の 人 、 又 は 近 視 若 し く は 正
視 の 人 （ 特 に 子 供 ） の 視 覚 機 器 に そ の よ う な レ ン ズ を 適 用 す る こ と に 関 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 老 眼 の 人 に 対 し て 、 本 発 明 の レ ン ズ は 老 眼 に 加 え て 存 在 す る 眼 球 斜 位 も 矯 正 す る こ と を
図 る 。 眼 球 斜 位 、 す な わ ち 、 意 識 的 な 凝 視 点 か ら の ２ 本 の 視 軸 の 逸 脱 が 、 適 切 な 融 像 刺 激
が な い 場 合 に 潜 在 的 に あ る 。 し た が っ て 、 こ の 特 定 の 凝 視 距 離 に 対 し て 、 能 動 的 ま た は 受
動 的 な 位 置 は 一 致 し な い 。 偏 位 の 相 対 的 な 方 向 に よ っ て 、 様 々 な 眼 球 斜 位 の 形 式 が 記 述 さ
れ る 。 一 つ は 内 斜 位 （ 眼 の 視 軸 の 内 側 へ の 偏 位 ） で あ り 、 も う 一 つ は 外 斜 位 （ 眼 の 視 軸 の
外 側 へ の 偏 位 ） で あ る （ 出 展 は 、 マ イ ケ ル 　 ミ ロ ド （ Michel Millodot） 著 、 「 新 視 覚 の
辞 書 （ Le Nouveau Dictionnaire de la Vision） 」 、 （ フ ラ ン ス 　 ビ ュ ー ル シ ュ ー リ ヴ ェ
ッ ト ） 、 メ デ ィ ア コ ム ビ ジ ョ ン （ Mediacom Vision） 、 １ ９ ９ ７ 年 、 ｐ ． ７ ２ ） 。 た い て
い の 人 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 眼 球 斜 位 を 示 す 。 凝 視 線 の 収 束 ま た は 発 散 を 矯 正 す る た め に
、 そ の 人 は よ り 強 度 の 収 束 ま た は 発 散 を 必 要 と す る 。 人 に よ り 、 ま た は そ の 人 の 疲 労 若 し
く は 年 齢 に よ っ て 、 こ の さ ら な る 収 束 の 努 力 は 、 特 に 近 見 に お い て 視 覚 的 な 不 快 感 を も た
ら す 可 能 性 が あ る 。 も し 矯 正 が 不 十 分 で あ っ た り 、 あ ま り に も 困 難 で あ る 場 合 に は 、 眼 球
斜 位 は 累 進 レ ン ズ の 装 用 の 障 害 と な る こ と す ら 起 こ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 近 視 ま た は 正 視 の 人 に 対 し て は 、 本 発 明 の 目 的 は 近 視 の 進 行 を 制 御 す る こ と に あ り 、 特
に 子 供 に つ い て 近 視 の 進 行 を 防 ぐ か 遅 ら せ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 世 界 で は 、 近 く 、 中 間 、 ま た は 中 心 を 集 中 的 に 見 る こ と を 伴 う 、 座 っ た 姿 勢 の 多
い ラ イ フ ス タ イ ル の 人 口 比 率 が 増 大 し て い る 。 そ の た め 近 見 で 働 く こ と は 、 子 供 ま た は 大
人 の 視 覚 系 の 日 常 活 動 の 大 部 分 を 占 め る 。 近 見 で の 仕 事 は 近 視 を 進 め る 役 割 を 果 た す よ う
に 思 わ れ る 。 近 年 の 研 究 で は 、 こ の 環 境 要 因 の 重 要 性 が 確 認 さ れ て お り 、 特 に 子 供 に お い
て 顕 著 で あ る 。 就 学 の レ ベ ル は 、 所 定 の 人 口 に 対 す る 近 視 の 人 々 の パ ー セ ン テ ー ジ に 影 響
を 与 え る よ う に 見 え 、 近 視 の 度 数 は 、 毎 日 に お け る 近 見 の 使 用 に 費 や す 時 間 数 と 相 関 し て
い る と 思 わ れ る 。 西 側 諸 国 で は 、 近 視 の 人 々 の 比 率 は １ ５ ％ か ら ２ ０ ％ の 範 囲 に あ る 。 こ
の 比 率 は 、 中 国 や 日 本 と い っ た ア ジ ア 諸 国 で は ５ ０ ％ か ら ７ ０ ％ に も 上 昇 す る 。 ア フ リ カ
諸 国 で は 、 （ 先 天 性 近 視 以 外 の ） 近 視 の 人 々 の 比 率 は 実 際 上 ０ ％ に ま で 下 が る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め 、 後 天 性 近 視 （ 出 生 時 に あ る 先 天 性 近 視 の 対 称 的 な も の ） は 近 見 で の 長 時 間 の
仕 事 と 関 連 す る こ と 、 及 び 近 視 の レ ベ ル は 近 見 で の 仕 事 に 費 や す 時 間 の 長 さ に 依 存 す る こ
と が 提 唱 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 近 視 は 近 見 で の 仕 事 に 対 す る 視 覚 系 の 順 応 で あ ろ う 。
そ の た め 、 検 眼 医 は 後 天 性 近 視 の 進 行 を 遅 延 さ せ る こ と を 試 み る 解 決 策 を 提 案 し て き て い
る 。 第 １ の 解 決 策 は 、 遠 見 に お け る そ の 人 の 近 視 の 量 よ り も 少 な い 量 で 装 用 者 の 近 視 を 矯
正 す る 眼 鏡 を 処 方 す る こ と か ら な り 、 そ の ア イ デ ア は 遠 見 か ら 近 見 ま で に 及 ん で 必 要 と さ
れ る 調 節 努 力 を 減 ず る こ と に あ る 。 そ の 方 法 は 論 争 を 招 き 、 効 果 的 で あ る こ と は 証 明 さ れ
て い な い 。 別 の 解 決 策 は 、 人 の 遠 見 に 対 し て 非 常 に 強 い 矯 正 を 処 方 す る こ と よ り な る 。 遠
視 の 若 い 人 の 非 正 視 は 、 近 視 の 若 い 人 の 非 正 視 よ り も や が て 安 定 し 、 そ の ア イ デ ア は 、 非
常 に 強 い 矯 正 を 処 方 す る こ と で 、 近 視 の 若 い 人 を 遠 視 に さ せ る 。 そ の 方 法 の 効 果 は ど ち ら
も 示 さ れ て い な い 。 他 の ス ペ シ ャ リ ス ト は 、 眼 の 緊 張 を 緩 和 す る た め に リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン
と エ ク サ サ イ ズ の 視 覚 体 験 を 繰 り 返 す 視 覚 ト レ ー ニ ン グ を 提 案 し て い る 。 人 の 非 正 視 に お
け る こ れ ら の 方 法 の 効 果 も 証 明 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 最 後 に 、 検 眼 医 は 、 人 に 近 見 に お い て 球 面 屈 折 力 の 加 入 度 数 を 規 定 す る こ と で 近 視 の 進
行 を 遅 延 さ せ る こ と を 試 み て い る 。 そ の よ う な 加 入 度 数 は 、 近 見 に お け る 調 節 の 努 力 を 減
ず る 効 果 を 有 し て い る で あ ろ う 。 そ の 仮 説 を 検 証 す る た め に 、 近 視 の 子 供 に バ イ フ ォ ー カ
ル レ ン ズ ま た は 累 進 加 入 度 数 を 有 す る レ ン ズ を 処 方 す る 研 究 が 行 わ れ て い る 。 そ の 研 究 は
一 般 に 不 完 全 で あ り 、 近 視 の 進 行 に つ い て 複 合 し た 結 果 が 得 ら れ て い る 。 効 果 が テ ス ト に
お け る 装 用 者 に よ っ て 変 わ る こ と が 分 か り 、 そ の た め 近 視 の 子 供 人 口 の 全 て ま た は 大 部 分
に 対 し て シ ス テ マ テ ィ ッ ク で 有 効 な 治 療 と し て 妥 当 な 解 決 策 を 提 示 す る こ と が 可 能 と な る
ま で に 至 っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の た め 、 近 視 の 進 行 を 効 果 的 に 遅 延 さ せ 、 且 つ ／ 又 は 矯 正 す る 別 の 解 決 策 が 求 め ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 老 眼 と 非 正 視 の こ れ ら ２ つ の 問 題 と は 別 に 、 累 進 加 入 度 数 を 有 す る マ ル チ フ ォ ー カ ス の
眼 科 用 矯 正 レ ン ズ に お け る 技 術 の 現 状 は ど う で あ ろ う か ？
　 こ の タ イ プ の レ ン ズ は 、 通 常 、 遠 見 ゾ ー ン 、 近 見 ゾ ー ン 、 及 び そ の 二 つ の ゾ ー ン の 間 に
位 置 す る 中 間 視 ゾ ー ン を 有 し 、 こ れ ら ３ つ の ゾ ー ン を 累 進 主 経 線 （ ｍ ａ ｉ ｎ 　 ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ
ｅ ｓ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 ｍ ｅ ｒ ｉ ｄ ｉ ａ ｎ ） が 横 断 し 、 そ の レ ン ズ の 球 面 屈 折 力 は 累 進 主 経 線 に 沿
っ て 累 進 的 に 変 化 す る 。 上 記 の レ ン ズ は 、 特 に 以 下 で 定 義 さ れ る 光 学 的 な 矯 正 力 を 有 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ・ 球 面 屈 折 力 の 加 入 度 数 は 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 と 近 見 ゾ ー ン の 基 準 点 間 の 球 面 屈 折 力
の 変 動 と 等 し く 、 こ れ ら ２ つ の 基 準 点 は 累 進 主 経 線 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ・ 公 称 球 面 屈 折 力 は 、 上 記 の 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 で の 球 面 屈 折 力 と 等 し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ・ 乱 視 に 対 し て 処 方 さ れ る 矯 正 量 に 対 応 す る 公 称 非 点 収 差 は 、 上 記 の 遠 見 ゾ ー ン の 基 準
点 で の シ リ ン ド リ カ ル 屈 折 力 と 等 し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 標 準 的 な マ ル チ フ ォ ー カ ス レ ン ズ で は 、 小 さ な 公 称 非 点 収 差 （ １ デ ィ オ プ タ ー 未 満 ） に
対 し て 、 近 見 に 対 す る 基 準 点 で の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 と 球 面 屈 折 力 と の 間 に 数 学 的 な 関 係
が 存 在 す る 。 光 学 的 に は 、 プ リ ズ ム 屈 折 力 は 球 面 屈 折 力 と と も に 増 大 す る が 、 球 面 屈 折 力
の 累 進 に 起 因 す る プ リ ズ ム 屈 折 力 の こ の 累 進 は 過 去 に お い て 使 い こ な さ れ て お ら ず 、 累 進
レ ン ズ を 設 計 す る 場 合 に お い て も 考 慮 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 残 念 な こ と に 、 プ リ ズ ム 屈 折 力 に つ い て の こ の 自 然 且 つ 不 随 意 な 累 進 は 、 特 に 装 用 者 の
眼 球 斜 位 の 程 度 に 関 し て 、 近 見 に つ い て の 装 用 者 の 生 理 的 要 求 に い つ も 応 じ る わ け で は な
く 、 そ し て い ず れ に し て も 調 整 と 輻 輳 の 相 互 作 用 に よ っ て 、 多 数 の 老 眼 の 装 用 者 お よ び た
い て い の 近 視 の 装 用 者 、 特 に 子 供 に 対 し て 不 十 分 な ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の マ ル チ フ ォ ー カ ス レ ン ズ は 、 累 進 的 な 球 面 屈 折 力 か ら も た ら さ れ る 屈 折 力 に 加
え て 、 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 に 対 し て 累 進 的 且 つ セ ン シ テ ィ ブ な 加 入 を 行 う こ と に よ っ て 上
述 の 様 々 な 問 題 を 改 善 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 本 発 明 は 、 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 値 と 近 見 に
お け る 球 面 屈 折 力 の 値 を 互 い に 独 立 し て 、 且 つ プ リ ズ ム 屈 折 力 の 連 続 性 を 維 持 し つ つ 近 見
に お い て プ リ ズ ム を 強 化 す る よ う な 方 式 で 決 定 し よ う と す る も の で あ る 。 こ の 目 的 の た め
に 、 本 発 明 は 、 遠 見 に お け る 基 準 点 を 通 過 す る 垂 直 線 上 で プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 が 最 小 で
あ る こ と を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の た め 、 本 発 明 は 第 一 に 、 球 面 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 レ ン ズ を 提 供 し
、 そ の レ ン ズ は 、 遠 見 ゾ ー ン 、 近 見 ゾ ー ン 、 及 び そ れ ら ２ つ の ゾ ー ン 間 に 位 置 す る 中 間 視
ゾ ー ン を 有 し 、 こ れ ら ３ つ の ゾ ー ン を 横 切 る 累 進 主 経 線 に 沿 っ て レ ン ズ の 球 面 屈 折 力 が 累
進 的 に 変 化 し 、 上 記 レ ン ズ は 以 下 で 特 に 定 義 さ れ る 光 学 的 な 矯 正 力 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ・ 球 面 屈 折 力 の 加 入 度 数 は 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 と 近 見 ゾ ー ン の 基 準 点 間 の 球 面 屈 折 力
の 変 化 と 等 し く 、 こ れ ら ２ つ の 基 準 点 は 累 進 主 経 線 上 に 位 置 し 、
　 ・ 公 称 球 面 屈 折 力 は 上 記 の 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 で の 球 面 屈 折 力 と 等 し く 、
　 ・ 公 称 非 点 収 差 は 上 記 の 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 で の １ デ ィ オ プ タ ー 未 満 の シ リ ン ド リ カ ル
な 屈 折 力 と 等 し く 、
　 そ し て レ ン ズ は 、 累 進 主 経 線 に 沿 っ て 累 進 的 に 変 化 す る 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 を 示 し 、 そ
の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 は 絶 対 値 で ２ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー よ り も 大 き く 、 上 記
の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 は 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 で の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 と 、 遠
見 ゾ ー ン の 基 準 点 を 通 る 垂 直 線 上 へ の 近 見 ゾ ー ン の 基 準 点 の 投 影 点 で の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折
力 と の 間 の 差 と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 た だ し 、 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 は 、 絶 対 値 で ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー よ り 小 さ
い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 よ り 限 定 的 且 つ 有 利 な 手 法 で は 、 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 は 、 絶 対 値 で ２ ． ５ か
ら ３ ． ５ の 範 囲 内 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 で の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 は 、 絶 対 値 で １ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー よ り
も 小 さ く 、 好 ま し く は 絶 対 値 で ０ ． ５ デ ィ オ プ タ ー よ り も 小 さ い こ と が 一 般 的 に 考 慮 さ れ
る 。 被 検 者 が そ の プ リ ズ ム に 恒 久 的 に 順 応 す る こ と を 避 け る た め に 、 遠 見 に お い て 水 平 プ
リ ズ ム を な く す こ と 、 ま た は ほ ぼ な く す こ と が 重 要 で あ る 。 そ れ が 、 本 発 明 に お い て 、 プ
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リ ズ ム 屈 折 力 が 一 様 に 強 化 さ れ ず に 、 水 平 プ リ ズ ム が 小 さ い か 、 ゼ ロ か 、 若 し く は ゼ ロ に
近 い （ プ リ ズ ム 矯 正 は 処 方 さ れ て い な い と 仮 定 す る ） 遠 見 ゾ ー ン か ら 、 場 合 に よ っ て は 人
の 生 理 的 な パ ラ メ ー タ の 関 数 と し て 、 水 平 プ リ ズ ム が 所 定 の 値 と な る 近 見 ゾ ー ン ま で 知 覚
可 能 な プ リ ズ ム の 累 進 し て い く と い う 理 由 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 で 定 義 し た よ う な 水 平 プ リ ズ ム 値 及 び ／ 若 し く は 水 平 プ リ ズ ム の 加 入 度 数 と の 効 果
的 な 協 働 の た め に 、 ＋ ０ ． ７ ５ デ ィ オ プ タ ー か ら － １ ０ デ ィ オ プ タ ー の 範 囲 で あ る 公 称 屈
折 力 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 近 視 若 し く は 正 視 の 人 に 対 す る 応 用 で は 、 近 視 若 し く は 正 視 の 人 々 、 特 に 近 視 の 子 供 に
対 す る 視 覚 機 器 の 製 造 に お い て 、 上 記 で 定 義 し た 光 学 特 性 の １ ま た は そ れ 以 上 を 示 す レ ン
ズ の 使 用 も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は ま た 、 非 正 視 、 特 に 近 視 を 予 防 又 は 矯 正 す る 方 法 を 提 供 し 、 そ の 方 法 は 、 遠 見
ゾ ー ン 、 近 見 ゾ ー ン 、 及 び そ れ ら ２ つ の ゾ ー ン 間 に 位 置 す る 中 間 視 ゾ ー ン を 有 し 、 こ れ ら
３ つ の ゾ ー ン を 横 切 る 累 進 主 経 線 に 沿 っ て レ ン ズ の 球 面 屈 折 力 及 び 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 が
累 進 的 に 変 化 す る 少 な く と も １ 枚 の 眼 科 用 矯 正 レ ン ズ を 有 す る 視 覚 機 器 を 装 用 す る こ と を
含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 適 に は 、 本 方 法 で 使 用 す る レ ン ズ が 上 記 で 定 義 さ れ る 光 学 特 性 の １ つ 以 上 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 方 法 は 、 近 視 の 子 供 に 対 し て 適 用 す る の に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 眼 鏡 を フ ィ ッ ト さ せ る 近 視 の 人 が 近 見 に お い て 外 斜 位 を 示 す 場 合 、 レ ン ズ に 加 入 さ れ る
プ リ ズ ム は 鼻 を 基 準 に す る 。 逆 に 、 眼 鏡 を フ ィ ッ ト さ せ る 近 視 の 人 が 近 見 に お い て 内 斜 位
を 示 す 場 合 、 レ ン ズ に 加 入 さ れ る プ リ ズ ム は 側 頭 部 を 基 準 に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 近 視 の 矯 正 及 び 進 行 の 遅 延 に つ い て の 出 願 人 に よ り 企 図 さ れ た 研 究 結 果 は 、 単 に 屈 折 力
の 加 入 度 数 を 定 義 す る だ け で は 、 全 て の 近 視 の 人 に 対 し て 効 果 的 な わ け で は な い と い う こ
と を 示 し て い る 。 よ り 正 確 に は 、 近 見 に お い て 働 く 場 合 、 調 節 系 と 輻 輳 系 の 両 方 が 忙 し く
働 か さ れ る と い う こ と に な る 。 そ の た め 、 本 発 明 の 原 理 は 、 近 視 の 発 現 を 予 防 し 、 又 は 少
な く と も そ の 進 行 速 度 を 低 下 さ せ 、 若 し く は 近 視 を 安 定 化 さ せ る た め に 、 近 見 に お け る 調
節 要 求 及 び 輻 輳 要 求 の 組 み 合 わ せ に お い て 同 時 に バ ラ ン ス さ せ る こ と を 提 案 す る も の で あ
る 。 調 節 と 輻 輳 の 均 衡 を 達 成 す る こ と は 、 近 見 に お い て 単 に 加 入 度 数 を 定 義 す る 研 究 で は
無 視 さ れ て き た 重 要 な ポ イ ン ト で あ る 。 そ う で あ っ て も 、 輻 輳 と 比 較 し て 、 調 節 は 、 よ り
小 さ な 範 囲 で 、 近 見 で 働 く 場 合 に 支 配 的 と な る 近 視 を 導 く 可 能 性 の あ る 眼 内 圧 力 の 増 加 に
つ い て 応 答 可 能 で あ る 。 調 節 と 輻 輳 の バ ラ ン ス を 考 慮 し な い こ と は 、 特 定 の 近 視 の 人 に つ
い て 近 見 で の 少 量 の 加 入 の 効 果 の 無 さ を 説 明 で き る 点 に あ る 。 例 と し て 、 単 に 加 入 を 有 す
る だ け の 眼 鏡 を 装 用 す る 、 外 斜 位 で 近 視 の 人 は 、 近 見 に お い て 輻 輳 が 足 り な い 状 態 に あ り
、 調 節 の 使 用 を 全 く し な く な る が 、 結 果 と し て 融 像 性 輻 輳 に 多 大 な 努 力 を す る こ と が 必 要
と な る で あ ろ う 。 し た が っ て 、 調 節 系 と 輻 輳 系 の ２ つ の 系 間 に 存 在 す る バ ラ ン ス に 支 障 を
き た す こ と を 避 け る よ う に 企 図 す る こ と で 、 調 節 系 と 輻 輳 系 の 両 方 を 活 動 さ せ る こ と が 重
要 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 老 眼 に 対 す る 本 発 明 の 応 用 で は 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 眼 球 斜 位 の 不 快 感 を 減 少 さ せ 、 且
つ 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 に 大 き な 累 進 を 加 え る こ と で 老 眼 の 人 に 対 す る 累 進 レ ン ズ の 適 用 可
能 性 を 増 大 さ せ る こ と を 提 案 す る 。 こ の 点 に つ い て 、 本 発 明 は 、 上 記 で 定 義 し た 光 学 特 性
の １ つ 以 上 を 示 す 少 な く と も １ 枚 の 眼 科 用 レ ン ズ を 含 む 視 覚 機 器 の 装 用 を 含 む 、 老 眼 の 人
の 矯 正 及 び ／ 又 は 視 覚 ト レ ー ニ ン グ の 方 法 と と も に 、 老 眼 の 人 の た め の 視 覚 機 器 の 製 造 に
お い て 上 記 で 定 義 し た 光 学 特 性 の １ つ 以 上 を 示 す レ ン ズ に 使 用 に つ い て よ り 正 確 に 定 義 す
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る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 近 見 に お い て 外 斜 位 又 は 内 斜 位 を 示 す 老 眼 の 人 の ” 緩 和 ” 矯 正 の た め に 、 レ ン ズ に 加 入
さ れ る プ リ ズ ム は 、 そ れ ぞ れ 鼻 又 は 側 頭 部 を 基 準 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に 対 し て 、 近 見 に お い て 外 斜 位 又 は 内 斜 位 を 示 す 老 眼 の 人 の ” 治 療 用 ” 視 覚 ト レ ー
ニ ン グ の た め に 、 レ ン ズ に 加 入 さ れ る プ リ ズ ム は 、 そ れ ぞ れ 側 頭 部 又 は 鼻 を 基 準 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 限 定 し な い 例 と し て 与 え ら れ る 特 定 の 実 施 形 態 に つ い て
の 以 下 の 説 明 を 読 む こ と で 明 ら か と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 説 明 の 内 容 に お い て 、 以 下 の 定 義 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 眼 科 用 矯 正 レ ン ズ の 光 学 矯 正 力 は 、 そ の 球 面 、 シ リ ン ド リ カ ル 、 及 び プ リ ズ ム 屈 折 力 の
特 性 で 定 義 さ れ る 。 そ の よ う な 光 学 的 な 定 義 は 、 そ の 分 野 に お け る 単 な る 定 義 よ り も 一 般
的 な 目 的 を 与 え る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 そ れ は 入 射 光 線 に 対 す る レ ン ズ の 屈 折 力 の 全 体 的
な 効 果 を 定 義 し 、 そ の 屈 折 力 は レ ン ズ の 前 面 及 び 背 面 で の 連 続 し て 発 揮 さ れ る 屈 折 力 の 代
数 和 か ら も た ら さ れ る 。 文 献 （ シ ャ ー マ ン （ W.N. Charman） 、 「 コ ン セ ン ト リ ッ ク バ リ フ
ォ ー カ ル レ ン ズ の 理 論 的 側 面 （ Theoretical aspects of concentric varifocal lenses）
」 、 Ophthal. Physiol. Opt. （ イ ギ リ ス ） 、 検 眼 眼 鏡 士 の ブ リ テ ィ ッ シ ュ カ レ ッ ジ に つ
い て の ペ ル ガ モ ン プ レ ス （ Pergamon Press for the British College of Ophthalmic Opt
icians） 、 １ ９ ８ ２ 年 、 第 ２ 巻 、 第 １ 号 、 ｐ ． ７ ５ － ８ ６ ） に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 そ
の よ う な 光 学 的 な 定 義 は 、 全 体 と し て 同 一 の 光 学 屈 折 効 果 を 生 ず る 面 の 組 の 複 数 の 組 み 合
わ せ 、 た と え 無 限 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も 、 カ バ ー す る こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 願 の 文 中 に お い て 、 そ の 定 義 で 使 用 さ れ る 光 学 的 な 大 き さ の 数 値 （ 球 面 、 シ リ ン ド リ
カ ル 、 及 び プ リ ズ ム 屈 折 力 ） は 、 光 学 技 術 者 に 対 し て よ く 知 ら れ た 、 フ ロ ン ト コ メ ト リ ッ
ク （ frontocometric） な 計 測 方 法 で 得 ら れ 、 そ れ は 文 献 （ ロ ン グ （ W.F. Long） 著 、 「 近
軸 光 学 」 、 （ イ ギ リ ス 　 ロ ン ド ン ） 、 マ ク シ ミ リ ア ン プ レ ス （ Macmillan Press） 、 １ ９
９ １ 年 、 ｐ ． ４ １ ８ － ４ １ ９ ） に 簡 潔 に 記 載 さ れ て お り 、 そ れ は 参 照 と し て 本 願 に 組 み 込
ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ト ー タ ル パ ワ ー 、 屈 折 力 、 結 像 力 、 若 し く は 球 面 パ ワ ー と し て 知 ら れ る 、 レ ン ズ を 透 過
す る 入 射 光 線 に 対 す る レ ン ズ の ” 球 面 屈 折 力 ” は 、 問 題 と な っ て い る 光 線 に お い て レ ン ズ
の 球 面 屈 折 力 の 本 質 的 な 効 果 （ ” 虫 眼 鏡 ” 効 果 ） を 特 徴 づ け 、 且 つ 定 量 化 す る 度 数 で あ る
。 そ れ が 正 で あ れ ば 、 レ ン ズ は 光 線 を 収 束 す る 効 果 を 有 し 、 そ れ が 負 で あ れ ば 、 レ ン ズ は
光 線 を 発 散 さ せ る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 レ ン ズ を 透 過 す る 入 射 光 線 に 対 す る レ ン ズ の ” シ リ ン ド リ カ ル 屈 折 力 ” は 、 問 題 と な っ
て い る 光 線 に お い て レ ン ズ で 発 揮 さ れ る シ リ ン ド リ カ ル な 屈 折 の 効 果 を 特 徴 づ け 、 且 つ 定
量 化 す る 度 数 で あ り 、 １ つ の 焦 点 域 で は な く ２ つ の 焦 点 域 が 、 一 般 的 に 互 い に 直 交 し 、 接
線 結 像 面 （ tangential focal plane） 及 び サ ジ タ ル 結 像 面 と し て 参 照 さ れ る 異 な る 平 面 内
に 位 置 し て 形 成 さ れ る 。 ” 非 点 収 差 力 （ astigmatic power） ” ま た は 単 に ” 非 点 収 差 ” と
し て 知 ら れ る シ リ ン ド リ カ ル 屈 折 力 は 、 ２ つ の 結 像 域 に お け る 球 面 屈 折 力 の 差 異 に 相 当 す
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 レ ン ズ を 透 過 す る 入 射 光 線 に 対 す る レ ン ズ の ” プ リ ズ ム 屈 折 力 ” は 、 問 題 と な っ て い る
光 線 に お い て レ ン ズ で 発 揮 さ れ る プ リ ズ ム 屈 折 効 果 又 は よ り シ ン プ ル に そ の 偏 位 を 特 徴 づ
け 、 且 つ 定 量 化 す る 度 数 で あ る 。 ” プ リ ズ ム ” と し て 知 ら れ る こ の プ リ ズ ム 屈 折 力 は 、 光
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線 の 偏 位 角 、 す な わ ち 光 線 の 入 射 部 と 出 射 部 と で 形 成 さ れ る 角 度 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 プ リ ズ ム は ２ つ の 成 分 か ら な る 。 一 方 は 光 線 の 入 射 部 と 出 射 部 の 水 平 面 上 へ の 投 影 間 で
形 成 さ れ る 角 に 相 当 す る 、 ” 水 平 プ リ ズ ム ” と し て 参 照 さ れ る 水 平 成 分 で あ り 、 他 方 は 光
線 の 入 射 部 と 出 射 部 の 垂 直 面 上 へ の 投 影 間 で 形 成 さ れ る 角 に 相 当 す る 、 ” 垂 直 プ リ ズ ム ”
と し て 参 照 さ れ る 垂 直 成 分 で あ る 。 こ の 定 義 に お い て 、 レ ン ズ は 慣 習 的 な 使 用 状 態 で 配 置
さ れ る と 仮 定 さ れ て い る 。 光 軸 は 水 平 で あ り 、 そ の 取 り 付 け 円 が 水 平 方 向 の 直 線 を 定 義 す
る 。 プ リ ズ ム を 計 測 す る 単 位 は 、 １ メ ー ト ル （ ｍ ） の 距 離 で １ セ ン チ メ ー ト ル （ ｃ ｍ ） （
す な わ ち 、 約 ０ ． ５ ７ ° ） 光 線 が 偏 位 す る こ と に 相 当 す る プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 累 進 す る 屈 折 力 の 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 矯 正 レ ン ズ は 、 ２ つ の 主 た る 光 学 度 数 で 特 に
定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ・ ” 球 面 屈 折 力 加 入 度 数 ” Δ Ｐ ｕ は 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 Ｌ と 近 見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ の 基 準 点
Ｐ 間 の 球 面 屈 折 力 の 変 化 量 と 等 し く 、 こ れ ら ２ つ の 点 Ｐ 及 び Ｌ は 累 進 主 経 線 Ｍ Ｍ ’ 上 に 位
置 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ・ ” 公 称 屈 折 力 ” Ｐ ｎ は 、 遠 見 ゾ ー ン Ｖ Ｌ の 上 記 基 準 点 Ｌ で の 屈 折 力 と 等 し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ・ ” 公 称 非 点 収 差 ” Ａ ｎ は 、 遠 見 ゾ ー ン Ｖ Ｌ の 上 記 基 準 点 Ｌ で の シ リ ン ド リ カ ル 屈 折 力
と 等 し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 願 の 文 中 に お い て 、 プ リ ズ ム の 数 値 を 決 定 す る た め に 、 公 称 非 点 収 差 の 小 さ い 、 即 ち
１ デ ィ オ プ タ ー 未 満 の 、 最 も 使 用 さ れ る 環 境 に 対 し て 注 目 す る 。 プ リ ズ ム は 、 非 点 収 差 に
お い て 無 視 で き な い 程 度 に 左 右 さ れ 、 非 点 収 差 の 増 大 に 伴 っ て 、 プ リ ズ ム も ま た 増 大 す る
こ と が 知 ら れ て い る 。 そ の た め 、 １ デ ィ オ プ タ ー を 超 え る 公 称 非 点 収 差 を 有 す る レ ン ズ に
対 し て は 、 ２ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー よ り も 大 き い プ リ ズ ム 値 を 想 定 す る こ と が 必 要 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 球 面 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 矯 正 レ ン ズ は 、 通 常 そ の
上 部 に 位 置 す る 遠 見 ゾ ー ン Ｖ Ｌ と 、 下 部 に 位 置 す る 近 見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ と 、 そ れ ら ２ つ の ゾ ー
ン の 中 間 に 位 置 す る 中 間 視 ゾ ー ン Ｖ Ｉ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 累 進 主 経 線 Ｍ Ｍ ’ は 、 一 般 的 に は 垂 直 方 向 に 、 遠 見 の 基 準 点 Ｌ と 近 見 の 基 準 点 Ｐ と と も
に こ れ ら ３ つ の ゾ ー ン Ｖ Ｌ 、 Ｖ Ｉ 、 及 び Ｖ Ｐ を 通 る 太 線 と し て 描 か れ て い る こ と が 見 て と
れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 下 の 記 述 に お い て 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 直 交 座 標 系 を 使 用 す る 。 こ の 図 は 、 代 表 的
に は 直 径 ６ ０ ミ リ メ ー ト ル （ ｍ ｍ ） で あ る 、 ト リ ミ ン グ 前 の 円 形 形 状 の 完 成 レ ン ズ の 平 面
図 で あ る こ と が わ か る 。 レ ン ズ 上 の 点 は 、 プ リ ズ ム の 参 照 の た め に プ レ ス ク リ プ シ ョ ン ラ
ボ ラ ト リ ー （ prescription laboratory） で 使 用 さ れ る 。 一 般 的 に こ の 点 は レ ン ズ の 幾 何
学 中 心 で あ り 、 図 示 の よ う に 、 図 中 で Ｏ と し て 参 照 さ れ る 。 プ リ ズ ム 基 準 点 は 、 通 常 可 視
ド ッ ト で レ ン ズ 上 に マ ー ク さ れ る 。 プ リ ズ ム 基 準 点 は 、 検 眼 医 に よ っ て そ の 人 に つ い て 処
方 さ れ た プ リ ズ ム に レ ン ズ を 適 合 す る た め に プ レ ス ク リ プ シ ョ ン ラ ボ ラ ト リ ー で 使 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ に 定 義 さ れ る 参 照 フ レ ー ム に お い て 、 横 座 標 軸 Ｘ は レ ン ズ の 水 平 軸 に 相 当 し 、 縦 座
標 軸 Ｙ は 垂 直 軸 に 相 当 す る 。 図 １ の 点 Ｏ は 、 レ ン ズ の 幾 何 学 中 心 で あ る 。 こ の 定 義 に お い
て 、 垂 直 及 び 水 平 は 、 レ ン ズ の 使 用 中 に お け る レ ン ズ の 方 向 に 相 当 す る 。 そ の た め 、 本 願
出 願 人 の 累 進 レ ン ズ で は 、 垂 直 座 標 軸 Ｙ は レ ン ズ の 中 心 Ｏ （ そ し て そ れ は プ リ ズ ム 基 準 点
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で も あ る ） 及 び 取 り 付 け 十 字 で 定 義 さ れ 、 そ し て レ ン ズ の 中 心 Ｏ 及 び 取 り 付 け 十 字 の 両 方
は 実 際 レ ン ズ 上 に マ ー ク さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 願 出 願 人 に よ っ て 販 売 さ れ て い る 全 て の レ ン ズ の よ う に 、 遠 見 に つ い て の 基 準 点 Ｌ は
レ ン ズ の 中 心 Ｏ の ８ ｍ ｍ 上 方 に 位 置 し 、 一 方 、 近 見 に つ い て の 基 準 点 Ｐ は レ ン ズ の 中 心 Ｏ
の １ ４ ｍ ｍ 下 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 米 国 特 許 第 ５ ２ ７ ０ ７ ４ ５ 号 明 細 書 に お い て 本 願 出 願 人 に よ っ て 記 述 さ れ て い る よ う に
、 累 進 主 経 線 Ｍ Ｍ ’ は 、 好 適 に は 屈 折 力 加 入 度 数 Δ Ｐ ｕ 及 び 遠 見 の 基 準 点 Ｌ で の 公 称 球 面
屈 折 力 の 関 数 と し て 変 化 し 得 る 形 状 の 太 線 と し て 、 こ こ に 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 本 質 的 な 面 は 、 主 経 線 に 沿 っ た 、 よ り 正 確 に は 、 以 下 に 記 述 す る よ う に 垂 直 軸
Ｙ に 沿 っ た プ リ ズ ム の 累 進 に 関 す る 。 水 平 プ リ ズ ム は 垂 直 軸 Ｙ に 沿 っ て 加 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ か ら ５ は 、 最 初 に 従 来 技 術 の レ ン ズ に 、 そ れ か ら 本 発 明 に 係 る レ ン ズ に 関 し 、 そ し
て そ れ ら は 累 進 主 経 線 及 び 垂 直 軸 Ｙ に 沿 っ た 、 水 平 プ リ ズ ム の 値 を 示 す 。 こ れ ら の 図 の 全
て に お い て 、 横 座 標 は 、 考 慮 範 囲 内 の レ ン ズ 上 の 点 の ミ リ メ ー タ で 表 現 さ れ る Ｙ 座 標 値 を
表 し 、 縦 座 標 は 、 プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー （ Ｄ ） で 表 現 さ れ る 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 Ｐ ｒ ｈ を
表 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ を 参 照 し つ つ 、 我 々 は こ の 文 に お い て 当 該 技 術 の 状 況 を 観 察 す る こ と か ら 始 め る 。
図 ２ の グ ラ フ は 、 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 値 が 、 既 知 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 矯 正 レ
ン ズ の 累 進 主 経 線 に 沿 っ て ど の よ う に 変 化 す る か を 示 す 。 例 と し て 挙 げ た レ ン ズ は 、 Vari
lus Comfort Orma（ 登 録 商 標 ） の 名 で 本 願 出 願 人 よ り 販 売 さ れ て い る レ ン ズ フ ァ ミ リ ー の
一 部 を 形 成 し 、 ま た そ の レ ン ズ は 、 公 称 球 面 屈 折 力 － ４ デ ィ オ プ タ ー 、 及 び 球 面 屈 折 力 の
加 入 度 数 ２ デ ィ オ プ タ ー を 有 す る 。 公 称 非 点 収 差 は ０ で あ る 。 遠 見 ゾ ー ン Ｖ Ｌ の 基 準 点 Ｌ
は 縦 位 置 Ｙ ＝ ＋ ８ ｍ ｍ に 位 置 す る 。 近 見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ の 基 準 点 Ｐ 及 び そ の Ｙ 軸 上 へ の 投 影 点
Ｐ ’ は 、 縦 位 置 － １ ４ ｍ ｍ に 位 置 す る 。 そ の レ ン ズ は 、 専 ら 老 眼 の 矯 正 に 用 い ら れ 、 眼 球
斜 位 の 問 題 は 考 慮 し て お ら ず 、 ま た 近 視 の 矯 正 若 し く は 治 療 に つ い て は 何 も 企 図 さ れ る も
の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ の 例 に 関 し て 、 水 平 プ リ ズ ム Ｐ ｒ ｈ が 累 進 主 経 線 Ｍ Ｍ ’ に 沿 っ て 変 化 す る こ と が ま さ
に 見 て と れ る 。 し か し な が ら こ の 変 化 は 非 常 に 小 さ く 、 プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー が ０ で あ る
遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 Ｌ と プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー が 約 ０ ． ８ で あ る 近 見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ の 基 準 点
Ｐ の 間 で 約 ０ ． ８ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ る 。 正 確 に 言 え ば 、 プ リ ズ ム の こ の 変 化 は 、
プ リ ズ ム の 本 来 の 加 入 を 構 成 す る も の で は な い 。 実 際 は 基 準 点 Ｐ に 向 け て 増 大 す る レ ン ズ
の 屈 折 力 に よ っ て 生 じ る プ リ ズ ム 効 果 の た め で あ り 、 ユ ー ザ の 近 見 に お け る 輻 輳 に 何 が し
か の 効 果 を 生 む に は 余 り に も 小 さ く 、 結 果 と し て ユ ー ザ の 近 視 又 は 眼 球 斜 位 に お け る 複 合
効 果 を 生 み 出 す こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 中 で も 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 縦 方 向 Ｙ に 沿 っ て の 水 平 プ リ ズ ム の 変 化 を 観 察 す る な
ら ば 、 こ れ は 事 実 上 ０ の ま ま で あ る こ と が 見 て と れ る 。 そ れ は 非 常 に 小 さ く 、 プ リ ズ ム デ
ィ オ プ タ ー が ０ で あ る 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 Ｌ と プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー が 約 ０ ． ２ で あ る 近
見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ の 基 準 点 Ｐ の 投 影 点 Ｐ ’ の 間 で 約 ０ ． ２ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ る 。 そ の
た め 縦 軸 Ｙ に 沿 っ て 知 覚 で き る ほ ど の プ リ ズ ム の 加 入 は な く 、 実 際 に は 、 （ プ リ ズ ム 矯 正
が 提 供 さ れ る 場 合 に お い て 、 基 準 点 Ｌ に お い て 定 義 さ れ る プ リ ズ ム 上 で ） 所 定 の 公 差 は 通
常 ０ ． ２ ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 プ リ ズ ム の 変 化 を 図 ４ に 示 さ れ る 変 化 と 比 較 す る 。 図 ４ の グ ラ フ は 、 図 ２ の グ ラ フ と 同
様 の も の で あ り 、 そ の グ ラ フ は 本 発 明 に 係 る 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 矯 正 レ ン ズ の 累
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進 主 経 線 に 沿 っ た 球 面 屈 折 力 及 び 水 平 プ リ ズ ム 値 の 変 化 を 示 す 。 こ こ に 示 さ れ る レ ン ズ は
、 上 記 で 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し つ つ 検 討 し た 先 行 技 術 に 係 る レ ン ズ と 同 じ － ４ デ ィ オ プ タ
ー の 公 称 球 面 屈 折 力 と ２ デ ィ オ プ タ ー の 球 面 屈 折 力 の 加 入 度 数 を 有 す る も の で あ る 。 公 称
非 点 収 差 は ０ で あ る 。 同 様 に 、 遠 見 ゾ ー ン Ｖ Ｌ の 基 準 点 Ｌ は 縦 位 置 Ｙ ＝ ＋ ８ ｍ ｍ に 位 置 す
る 。 近 見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ の 基 準 点 Ｐ 及 び そ の Ｙ 軸 上 へ の 投 影 点 Ｐ ’ は 、 縦 位 置 － １ ４ ｍ ｍ に 位
置 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 水 平 プ リ ズ ム Ｐ ｒ ｈ は 非 常 に よ り 強 く 変 化 す る こ と が 見 て と れ る 。 プ リ ズ ム デ
ィ オ プ タ ー が ０ で あ る 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 Ｌ か ら Ｐ ｒ ｈ （ Ｐ ） ＝ ３ ． ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ
タ ー で あ る 近 見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ の 基 準 点 Ｐ の 間 で 、 そ の プ リ ズ ム は ３ ． ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ
ー 付 近 ま で 変 化 す る 。 そ の た め 、 こ の 値 は 図 ２ の 先 行 技 術 に 係 る レ ン ズ で 観 察 さ れ る 値 の
４ ． ４ 倍 よ り も 大 き い 。 プ リ ズ ム の 変 化 は 顕 著 な だ け で な く 、 累 進 的 、 す な わ ち 、 少 な く
と も 一 次 で 連 続 的 で あ る 。 実 際 、 ユ ー ザ に お け る レ ン ズ の 光 学 的 ス ム ー ズ ネ ス に つ い て 、
主 経 線 に 沿 っ た 水 平 プ リ ズ ム の 変 化 関 数 が ２ 次 的 に 連 続 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 主 経 線 に 沿 っ た 水 平 プ リ ズ ム の こ の 累 進 は 、 基 準 点 Ｌ を 通 る 垂 直 線 、 即 ち 縦 軸 Ｙ 上 に 導
入 さ れ た 水 平 プ リ ズ ム の 累 進 加 入 度 数 に よ り も た ら さ れ る 。 図 ５ で は 、 縦 軸 Ｙ に 沿 っ た 、
水 平 プ リ ズ ム の こ の 変 化 を 見 て と る こ と が で き る 。 こ の 垂 直 軸 Ｙ に 沿 っ て の 、 水 平 プ リ ズ
ム 効 果 は 無 視 し て よ い た め 、 実 際 、 こ れ は 水 平 プ リ ズ ム の 意 図 的 な 加 入 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ れ は 、 Δ Ｐ ｒ ｈ と し て 表 さ れ る 、 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 の 加 入 度 数 、 よ り 簡 単 に は 水 平
プ リ ズ ム の 加 入 度 数 を 定 義 し 、 そ の Δ Ｐ ｒ ｈ は 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 Ｌ で の 水 平 プ リ ズ ム
屈 折 力 Ｐ ｒ ｈ （ Ｌ ） と 、 近 見 ゾ ー ン Ｖ Ｐ の 基 準 点 Ｐ の 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 Ｌ を 通 る 垂 直 軸
Ｙ 上 へ の 投 影 点 Ｐ ’ で の 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 Ｐ ｒ ｈ （ Ｐ ’ ） と の 差 で あ る 。 こ れ は 以 下 の
式 で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 Δ Ｐ ｒ ｈ 　 ＝ 　 Ｐ ｒ ｈ （ Ｌ ） － Ｐ ｒ ｈ （ Ｐ ’ ）
　 記 載 さ れ て い る 例 に お い て は 、
　 　 　 　 　 Ｐ ｒ ｈ （ Ｌ ） 　 ＝ 　 ０ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー
　 　 　 　 　 Ｐ ｒ ｈ （ Ｐ ’ ） 　 ＝ 　 ３ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー
　 従 っ て 、 Δ Ｐ ｒ ｈ 　 ＝ 　 ３ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 よ り 一 般 的 に は 、 使 用 に 際 し て の 計 算 及 び テ ス ト が 、 水 平 プ リ ズ ム の 加 入 度 数 の 絶 対 値
の 上 限 Δ Ｐ ｒ ｈ h i 及 び 下 限 Δ Ｐ ｒ ｈ l o を 球 面 屈 折 力 の 加 入 度 数 Δ Ｐ ｕ の 関 数 と し て 定 義 す
る こ と を 可 能 と す る 。 こ れ ら の 限 界 は 以 下 の 式 で 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 Δ Ｐ ｒ ｈ l o 1 　 ＜ 　 ｜ Δ Ｐ ｒ ｈ ｜ 　 ＜ 　 Δ Ｐ ｒ ｈ h i 1

こ こ で Δ Ｐ ｒ ｈ h i 1 　 ＝ 　 ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ り 、
　 　 　 Δ Ｐ ｒ ｈ l o 1 　 ＝ 　 ２ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ れ ら の 関 数 の グ ラ フ 表 示 は 、 図 ４ の グ ラ フ で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 水 平 プ リ ズ ム の 加 入 度 数 に つ い て の よ り 限 定 的 で 好 適 な 限 界 が 、 以 下 の 式 で 定 義 さ れ る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 Δ Ｐ ｒ ｈ l o 2 　 ＜ 　 ｜ Δ Ｐ ｒ ｈ ｜ 　 ＜ 　 Δ Ｐ ｒ ｈ h i 2

こ こ で Δ Ｐ ｒ ｈ h i 2 　 ＝ 　 ３ ． ５ ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ り 、
　 　 　 Δ Ｐ ｒ ｈ l o 2 　 ＝ 　 ２ ． ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 通 常 、 プ リ ズ ム 矯 正 の 定 義 さ れ る 特 別 の 場 合 （ 例 え ば 、 斜 視 の 場 合 ） を 除 い て 、 装 用 者
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は レ ン ズ 全 体 に わ た っ て 如 何 な る プ リ ズ ム 矯 正 も 必 要 と せ ず 、 そ し て そ れ は 遠 見 ゾ ー ン Ｖ
Ｌ の 基 準 点 Ｌ で の 水 平 プ リ ズ ム Ｐ ｒ ｈ （ Ｌ ） が 小 さ い か 、 ０ で あ る こ と を 要 す る 。 人 が 恒
久 的 に プ リ ズ ム に 順 応 す る こ と を 避 け る た め に 、 遠 見 に お い て 水 平 プ リ ズ ム を ０ に 保 つ か
、 実 質 的 に ０ に 保 つ こ と が 重 要 で あ る 。 こ の こ と が 、 本 発 明 に お い て 、 プ リ ズ ム 屈 折 力 が
一 定 的 に 増 加 せ ず 、 し か し 水 平 プ リ ズ ム が 小 さ い 遠 見 ゾ ー ン か ら 、 プ リ ズ ム 屈 折 力 が 所 定
の 値 に 達 す る 近 見 ゾ ー ン ま で 、 好 適 に は 人 の 生 理 的 な パ ラ メ ー タ の 関 数 と し て 認 知 で き る
程 度 に プ リ ズ ム が 累 進 し て い く 理 由 で あ る 。 数 値 例 を 与 え る と 、 水 平 プ リ ズ ム に つ い て は
絶 対 値 で １ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー 未 満 で あ る こ と が 好 ま し く 、 絶 対 値 で ０ ． ５ プ リ ズ ム デ
ィ オ プ タ ー 未 満 で あ る こ と が よ り 好 ま し い と 推 測 で き る 。 こ れ は 、 以 下 の 式 を 与 え る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 　 ｜ Ｐ ｒ ｈ （ Ｌ ） ｜ 　 ＜ 　 １ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー
若 し く は 、 よ り 好 適 に
　 　 ｜ Ｐ ｒ ｈ （ Ｌ ） ｜ 　 ＜ 　 ０ ． ５ プ リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー
　 さ ら に 、 水 平 プ リ ズ ム 値 及 び ／ 若 し く は 水 平 プ リ ズ ム の 加 入 度 数 と の 効 果 的 な 協 働 の た
め に 、 ＋ ０ ． ７ ５ デ ィ オ プ タ ー か ら － １ ０ デ ィ オ プ タ ー の 範 囲 で あ る 公 称 屈 折 力 を 備 え る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 近 視 の 人 々 、 特 に 近 視 の 子 供 用 の 視 覚 機 器 、 例 え ば 眼 鏡 の 製 造 に お い
て 、 上 記 で 定 義 し た 光 学 特 性 を 満 た す レ ン ズ を 使 用 す る こ と が 推 奨 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 述 し た よ う な レ ン ズ は 、 眼 球 斜 位 の 人 に 対 し て 、 又 は 近 視 若 し く は 正 視 の 人 に 対 し て
異 な る 方 法 で 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 近 視 若 し く は 正 視 の 人 に 対 す る 応 用 で は 、 上 記 で 定 義 し た 光 学 特 性 の １ ま た は そ れ 以 上
を 示 す レ ン ズ を 、 近 視 若 し く は 正 視 の 人 、 特 に 近 視 の 子 供 に 対 す る 視 覚 機 器 － 代 表 的 に は
眼 鏡 － の 製 造 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 よ り 一 般 的 に は 、 非 正 視 、 特 に 近 視 の 人 に 対 し て 、 上 記 で 定 義 し た の と 同 様 、 す な わ ち
上 記 で 定 義 し た よ う に 、 垂 直 軸 Ｙ 上 で プ リ ズ ム の 加 入 を 示 す 、 少 な く と も １ 枚 の 眼 科 用 レ
ン ズ を 備 え た 眼 鏡 と い っ た 視 覚 機 器 を 装 用 す る こ と に よ り 、 悪 化 し た り 、 具 現 化 す る こ と
か ら 非 正 視 、 特 に 近 視 の 矯 正 、 若 し く は 予 防 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ れ で も な お 、 そ の
よ う な 環 境 下 で は 、 特 に 弱 近 視 、 弱 い 眼 球 斜 位 の 人 、 若 し く は 若 年 の 子 供 に 対 し て 、 ２ プ
リ ズ ム デ ィ オ プ タ ー 未 満 の 水 平 プ リ ズ ム 値 を 加 入 す る こ と を 想 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
し か し 、 ０ ． ５ デ ィ オ プ タ ー を 下 回 る と 、 プ リ ズ ム 効 果 は 知 覚 不 能 と な り 、 そ の た め 何 の
効 果 も 有 さ な く な る と 推 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 通 常 、 使 用 さ れ る レ ン ズ は 、 上 記 で 定 義 し た 光 学 特 性 の １ 又 は そ れ 以 上 を 示 す こ と が 好
適 で あ る 。 こ の 方 法 で 得 ら れ る 矯 正 ま た は 予 防 は 、 近 視 の 子 供 の 特 定 集 団 に お い て 適 用 す
る こ と に 、 特 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 加 入 す る 水 平 プ リ ズ ム に よ り も た ら さ れ る 加 入 プ リ ズ ム の 方 向 は 、 ユ ー ザ に 依 存 し 、 よ
り 正 確 に は ユ ー ザ の 眼 球 斜 位 に 依 存 す る 。 近 視 の 人 が 近 見 に お い て 外 斜 位 を 示 す 場 合 、 加
入 プ リ ズ ム は 鼻 を 基 準 と し 、 そ れ は 、 そ の 効 果 が 、 ユ ー ザ が 知 覚 す る イ メ ー ジ を 外 側 へ 、
す な わ ち 左 目 に 対 し て は 左 へ 、 右 目 に 対 し て は 右 へ オ フ セ ッ ト す る こ と を 意 味 す る 。 逆 に
、 近 視 の 人 が 近 見 に お い て 内 斜 位 を 示 す 場 合 、 加 入 プ リ ズ ム は 側 頭 部 を 基 準 と し 、 そ れ は
、 そ の 効 果 が ユ ー ザ が 知 覚 す る イ メ ー ジ を 内 側 へ 、 す な わ ち 左 目 に 対 し て は 右 へ 、 右 目 に
対 し て は 左 へ オ フ セ ッ ト す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 老 眼 に 対 す る 本 発 明 の 応 用 で は 、 本 発 明 は 、 水 平 プ リ ズ ム 屈 折 力 に つ い て の 大 き な 累 進
加 入 度 数 で 、 眼 球 斜 位 の 不 快 感 を 減 少 さ せ 、 且 つ 老 眼 の 人 に 対 す る 累 進 レ ン ズ の 適 用 可 能
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性 を 増 大 さ せ る こ と を 提 案 す る 。 こ の 目 的 に 対 し て 、 本 発 明 は 、 上 記 で 定 義 し た 光 学 特 性
の １ つ 以 上 を 示 す 少 な く と も １ 枚 の 眼 科 用 レ ン ズ を 含 む 視 覚 機 器 の 装 用 に よ る 、 老 眼 の 人
の 矯 正 及 び ／ 又 は 視 覚 的 ト レ ー ニ ン グ を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 加 入 す る 水 平 プ リ ズ ム に よ り も た ら さ れ る 加 入 プ リ ズ ム の 方 向 は 、 ユ ー ザ に 依 存 し 、 よ
り 正 確 に は 近 見 に お け る ユ ー ザ の 眼 球 斜 位 に 依 存 す る 。 ま た 人 の 老 眼 を 引 き 受 け る こ と が
好 ま し い 方 法 に も 依 存 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ は 緩 和 の 目 的 に 対 し て な さ れ 得 る も の で あ り 、 こ の 場 合 に お い て 必 要 と さ れ る こ と
の 全 て は 眼 球 斜 位 を 補 正 す る こ と で あ る 。 老 眼 の 人 が 近 見 に お い て 外 斜 位 を 示 す 場 合 、 加
入 プ リ ズ ム は 鼻 を 基 準 と す る 。 逆 に 、 老 眼 の 人 が 近 見 に お い て 内 斜 位 を 示 す 場 合 、 加 入 プ
リ ズ ム は 側 頭 部 を 基 準 と す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 一 方 、 目 的 が 治 療 の 場 合 も あ る 。 そ の よ う な 場 合 、 眼 球 斜 位 を 減 ず る た め に ユ ー ザ に 視
覚 ト レ ー ニ ン グ を 強 い る こ と が 好 ま し い 。 老 眼 の ユ ー ザ が 近 見 に お い て 外 斜 位 を 示 す 場 合
、 加 入 プ リ ズ ム は 側 頭 部 を 基 準 と す る 。 逆 に 、 老 眼 の ユ ー ザ が 近 見 に お い て 内 斜 位 を 示 す
場 合 、 加 入 プ リ ズ ム は 鼻 を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 レ ン ズ に お け る 関 心 点 及 び 様 々 な ゾ ー ン を
図 式 的 に 示 す 、 そ の よ う な レ ン ズ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 先 行 技 術 と し て 、 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 レ ン ズ に つ い て 、 累 進 主
経 線 に 沿 っ て 、 水 平 プ リ ズ ム 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 眼 科 用 レ ン ズ に つ い て 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 を 通 る 垂 直 線 に 沿 っ て 、 水 平
プ リ ズ ム 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 屈 折 力 の 累 進 加 入 度 数 を 有 す る 眼 科 用 レ ン ズ に つ い て 、 累 進 主 経 線
に 沿 っ て 、 水 平 プ リ ズ ム 値 を 示 す 、 図 ２ と 同 様 の グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 眼 科 用 レ ン ズ に つ い て 、 遠 見 ゾ ー ン の 基 準 点 を 通 る 垂 直 線 に 沿 っ て 、 水 平
プ リ ズ ム 値 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(13) JP 2006-513460 A 2006.4.20



【 国 際 調 査 報 告 】
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